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１．はじめに  

生活道路の交通安全対策は、通過車両の速度抑制

と、抜け道として通過する車両の抑制を図ることが

基本となる。このうち、通過車両を減らすためには、

周辺の幹線道路の交通円滑化や渋滞対策も有効と考

えられる。幹線道路の渋滞対策としてバイパス等の

道路整備や道路拡幅等を行った際、生活道路の抜け

道利用も減少する事例が示されている 1)。しかし、こ

れらの渋滞対策はコスト面での負担が大きく対策完

了までの時間も要してしまう。 

本研究では、生活道路の外周の幹線道路(以下、「外

周道路」)の渋滞対策として、小規模な交差点改良を

行うことで、抜け道利用を減らすことが出来るか検

証を行った。具体的には、ETC2.0 プローブデータを

用いて対策前後の交通状況の比較を行い、対策によ

る幹線道路の円滑化と、生活道路エリアの通過交通

の変化を分析した。 

 

２．調査箇所について  

全国の渋滞対策協議会資料（令和 2 年度末時点）

をもとに、主要渋滞箇所のうち生活道路対策エリア

が隣接している箇所を複数確認し、その中から近年

対策を実施した A地区を調査対象として選出した。A

地区の概要を図 1 に示す。主要交通は東西の外周道

路であり、交通需要が多く慢性的に渋滞する路線と

なっている。その道路に合流する南北の外周道路も

交通量が多いため、交差点 a で渋滞が発生し、その

手前で生活道路対策エリアに進入して通過する抜け

道利用が多く発生していることが課題であると認識

されていた。 

この課題の解決に向けて、令和 2 年に交差点 a に

おいて渋滞対策として北向き右折レーンを 26m 延伸

するとともに信号現示の調整が実施された。 

 

３．調査方法  

交差点 a での対策実施前後の交通状況を比較する

ため、ETC2.0 プローブデータを使用して分析を行っ

た。対策前として令和元年 10月、対策後として令和

3 年 10 月のそれぞれ 1 ヶ月間の ETC2.0 プローブデ

ータを使用した。対策前後における、右折レーン延伸

を行った路線の走行速度の変化や、生活道路対策エ

リア内の通過交通割合の変化を確認した。これらの

結果をもとに対策前後の交通状況比較を行い、小規

模な交差点改良を実施したことで、抜け道利用が減

少したかどうか検証を行った。 

 

４．結果  

対策前後の外周道路（南北方向）の平均走行速度を

図 2に示す。交差点 aを 0mとして、交差点 aからの

距離 10m 単位で平均値を算出した。図 2 より、対策

前と比較して対策後は交差点 a から 50～70m 手前の

速度が約 3km/h 改善されていることが分かった。図

3より、交通量ピーク時は 50～70m手前で約 5km/h改

善され、手前 90m 地点でも約 10km/h 改善している。

よって、対策を実施したことで交差点手前の速度低

下が改善していることが確認できた。 
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図 1 A地区の概要 
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次に、図 1 の断面①と断面②の両方を通過した車

両のうち、少しでも生活道路対策エリア内を通行し

た車両（以下、「エリア内通行車両」）の割合を図 4に

示す。断面①から②へ移動した場合も、断面②から①

へ移動した場合も、対策前後を比較するといずれも

エリア内通行車両の割合が減少していることが分か

る。したがって、外周道路において交差点改良を実施

した後は生活道路対策エリア内の通過交通割合が低

下することが確認できた。 

また、外周道路の交差点ごとに、通過車両の進行方

向の割合を求めた。この割合の対策前後の変化を図 5

に示す。図 5 より、エリア内に流入する交通割合は

全て減少傾向か変化なしであることが分かる。また、

直進する車両割合は全ての交差点において増加して

おり、エリア内へ流入せず外周道路のみを使用する

車両が増加したと考えられる。 

以上の結果より、外周道路の渋滞対策として小規

模な交差点改良を実施した結果、外周道路の交通流

が円滑化し、隣接した生活道路対策エリア内の通過

交通抑制にも効果が発揮されるということが確認で

きた。 

 

５．まとめ  

本研究では、生活道路対策エリアに隣接している

外周道路の渋滞対策として交差点改良を行った箇所

である A地区に注目し、ETC2.0プローブデータを使

用した分析を実施した。分析の結果、交差点改良を実

施した路線では平均走行速度が上昇し、外周道路の

交通円滑化に寄与していることが確認できた。また、

交差点改良前と比較すると、交差点改良後はエリア

内通過交通が減少していることも確認できた。した

がって、外周道路における交差点改良によりエリア

内通過交通が抑制できるということが示唆された。 
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図 2 外周道路(北行)の走行速度変化 

（24時間平均） 

図 3 外周道路(北行)の走行速度変化 

（交通量ピーク時） 

図 4 エリア内通行車両の割合 

図 5 外周道路の交差点における進行方向別割合 

（エリア内へ流入する進行方向を抜粋） 
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